
しっちょる？
？オオイタサンショウウオ？

ボクらは大分県内に
しか住んどらんのでぇ！

＊熊本県，宮崎県，高知県の一部にも少しだけ生息しています。

ちょっと前までは大分市内
のどこでもおったんでぇ！

やけんボクらは大分県，日本，
世界の絶滅危惧種に指定さ
れ，ボクらの生息環境の改
善，生息数の回復が求めら
れちょるんや！

オオイタサンショウウオの生活史

卵
（卵のう）

オタマジャクシ
（幼生）

やけど，最近は人がボクらの
生息地を壊したりするけん，

しんけん姿がみられんように
なってしまったんでぇ(T_T)

なんと！ボクらオオイタサン
ショウウオはふれあい広場に
も生息しちょるんでぇ！(^o^)

大人（成体）は森の落ち

葉の下でダンゴムシなど

を食べて暮らしています。

産卵時期は
2 月から 4 月です。

上陸時期は
6 月から 8 月です。

やけど，ここもボクのオタマが
暮らしやすい水場がほとんど
ないけん絶滅の危機なんよ
(>_<) たすけてー(>o<)

ということで，ここのオオイタ
サンショウウオを守り育てて
いくためにできることを考えま
した。

普通につくるだけでは面白く
ないので，森からの距離が異
なる水場を４つつくりました。

森

ビオトープ①
（森に近い）

2ｍ×5ｍ×0.5ｍ
縦　　横　  水深

まず，オオイタサンショウウ
オが卵・オタマの時に必要，
かつ，ここに不足している水
場をビオトープとして新たに
つくることにしました。

ビオトープ②
（森に近い）

2ｍ×5ｍ×0.5ｍ
縦　　横　  水深

ビオトープ④
（森から遠い）

2ｍ×5ｍ×0.5ｍ
縦　　横　  水深

ビオトープ③
（森から遠い）

2ｍ×5ｍ×0.5ｍ
縦　　横　  水深

水路

ビオトープ①

ビオトープとは

‘生物が暮らす空間’

を意味するドイツ語

由来の言葉です。

創造中のビオトープの略図

井戸水

毎月，生き物（サン

シ ョ ウ ウ オ の 卵 の

う）＋環境の調査を

行い，生物と環境の

変化を調べる。

いきいきタイム，判

田小，大分大学など

と連携して自然観察

会，更なる保全活動。

判田の生き物たちを守るために僕たちが
できること，他に何かあるかな？

未定。 未定。

　  ！ＷＡＮＴＥＤ！
　オオイタサンショウウオ（の卵）

　　を見つけた人は，大分大学の永野昌博
　＋北里秋穂まで連絡ください！
　〒870-1192 大分市旦野原 700
　大分大学 教育福祉科学部 

　生態学研究室
　　電話 097-554-7576　

　　　　　　    FAX  097-554-7576  
　　masanagano@oita-u.ac.jp
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